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本研究では，４人班で１台 HMD を使用することを想定した防災の授業をデザインし，予備実践で得られ

た課題を改善したうえで本実践の効果を検証することを目的とした．X 防災公園の全天球画像を HMD に提

示する VR コンテンツを制作し，高校１年生を対象に実践を行った．予備実践では班活動における進度に課

題があった．そこで本実践では，情報共有を促すマップシートを併用した．その結果，本実践が実践参加

者に防災公園にあるものについて知る機会を提供したことが示唆された． 
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